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休眠預金コロナ禍緊急助成 

地域円卓会議（オンライン） 
 

 

コロナ禍を経て、事業の転換をせまられる NPOの次の一手を考え、 

NPO への適切な助成のあり方を考える。 
 

実施報告書 

 

 

開催日時： 2021年 5月 25日（火）18:30-21:10 

開催方法： オンライン会議（zoom） 

配信場所： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

 

主  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】休眠預金コロナ禍緊急助成地域円卓会議

■開催日時：2021 年 5 月 25日（火）18:30-21:10 

■開催方法：オンライン会議（zoom） 

■配信場所：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：22 名（NPO・市民団体、企業、学生等） 

■主  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

■お問合せ：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

小阪 亘（公益財団法人みらいファンド沖縄 代表理事） 

鶴田 厚子（公益財団法人みらいファンド沖縄  
『コロナ禍で孤立した NPOとその先の支援』事業プログラムオフィサー） 

コロナ禍を経て、事業の転換をせまられる NPOの次の一手を考え、 

NPOへの適切な助成のあり方を考える。 

公益財団法人みらいファンド沖縄では、休眠預金を活用したコロナ禍における緊急支援助成の事

業を 2020 年 11 月から約半年間実施しました。「コロナ禍」という危機的な社会状況の中で、NPO

は様々な理由で事業の転換をせまられることがあります。このような転換期での NPO への適切な

助成のあり方を考えます。 
 

 

センターメンバー 

小阪 亘 

公益財団法人み

らいファンド沖

縄 代表理事 

 
鶴田 厚子 

公益財団法人み

らいファンド沖

縄 プログラムオ

フィサー 

 
南 信乃介 

NPO 法人１万人

井戸端会議 

代表理事 

 
奥山 有希 

NPO 法人沖縄

NGO センター 

事務局長 

 
伊波 晋 

公益財団法人 

沖縄県地域振興

協会 

 
渡嘉敷 洋美 

まちづくり協働

推進課 

 
笹原 千奈未 

一般財団法人

日本民間公益

活動連携機構 

論点提供 
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➢ 地域円卓会議の動画記録 

 
・公開日：2021年 10月 12 日 

・URL：https://youtu.be/mdpTM99pbf4 

 

 

 

 

 

 

・公開日：2021年 10月 12 日 

・URL：https://youtu.be/FGhEbNX_EOs 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1） 資金の出し手が、常に社会課題に向き合っている人と、どれだけコミュニケーションをとっているか

問われる。 

2） 広域的な事業を行なう際、助成先を選考し、伴走しながら、事業変更を認めていく。そのためには、

資金の出し手が社会課題を理解し、主体性を持つことが求められる。出し手のそれぞれの得意分

野を生かした連携も深める。 

3） 助成先に「伴走」してハンズオン支援していく。伴走のあり方をもう一度考える。 

4） 緊急時の資金の出し方について、どのように連携し、準備するか。この 1年の経験を踏まえて、シミ

ュレーションや、ルール作りを行なう。 

https://youtu.be/mdpTM99pbf4
https://youtu.be/FGhEbNX_EOs
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■参加者によるサブセッション 

コロナ禍を経て、事業の転換をせまられる NPOの次の一手を考え、 

NPOへの適切な助成のあり方を考える。 

（参加者記載の原文、発表内容を記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②…と記載） 

 

① オンライン居場所 

・職員がオンラインの勤務に対応できない 

・オンライン上でデリケートな情報等の共

有がセキュリティ上難しかった：課題 

・ICT推進事業ということで、活用させて

もらった。 

・職員も一堂に介する研修、オンラインで

研修できる機材やオンラインでの出前講座

記録の残し方コンテンツの提供インフラの

整備。 

・キントーンとサイボウズオフィスを活

用。 

・効果は大きい、事業所間のやり取りが活

発、通っている児童生徒に対して円滑なサ

ービス提供につながった。 

ジュニアジャズの活動(6年目) 

・緊急事態宣言で、今日から 6月 20日まで

活動休止。 

・助成金、活動は 4月からスタート、実際

は 6月 18日頃から再開、7月の再休止。 

・通常の 30%減の活動回数。 

・練習会をなんとかコロナ対策をしながら

実施。 

・地域の文化祭や、地域と触れ合う機会が

奪われた。 

・博物館美術館の機会のみ。 

・公民館の成果発表、年に 1回の発表会(収

録して配信する） 

・マイクや配信機材を揃えられて配信でき

た 

・日頃の成果を発表する機会を提供できた 

・コロナ禍のあとももとに戻らない前提で

対応。 

・指導方法もリモートを取り入れたり転換

を検討。 

・今回の資金は非常に助けられたので、次

の事業展開が非常にスムーズ。 

次の助成のあり方 

・組織基盤の強化、機動性のあるスキーム

にする 

・最大公約数にするスキーム(JANPIA自身

としての課題) 

こうだったら使いやすかったと思う意見 

・融通がきく 

・組織強化ができた。 

・事業計画今後の展開に緊張感が出た。 

・そういった意味では非常に効果があっ

た。 

・助成を受ける準備そのものが強化につな

がった。 

・効果というのが毎日変わっているので、

法人が継続できるためと考えていたが動画

の編集や配信に関してレクチャーを受けた

ことでクオリティの高いものを制作できる

スタッフがスキルアップ、就業訓練につな

がった。 

・子どもたちに対する効果も高かった 

・活動自体目的以上ものにつながった 

・数字として設定していたものとは違う部

分で出てきた。 

・委託や仕様書ありきだと今回のような効

果には繋がりづらかったのではないかと考

える。 

・自ら企画し、100%助成もらえることの効

果の高さを感じている。 

・選抜されての委託もあるが、がんじがら

めになる。 
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・今回は、ある程度の自由度が担保されて

いて、どうやって組織強化するかという取

り組みができたのは非常に良かった。 

・コロナ対策を子どもたちへの伝え方、現

場での対応の仕方 

・緊張感はあるが、課題意識を持って活動

できた。 

・なので今回のような助成金が、今後も

様々な活動に展開できると考える。 

② ・休眠預金については、初めて知ったので

興味深かった。 

・申請書の苦労話 

・一方的ではない、助成側に併せた申請の

あり方の必要性。 

・休眠預金の性質上、公益性のある事業に

使う必要性について。 

・広義的な NPO と NPO 法人の違い。 

・ＮＰＯの給与体系等。 

③ ・文化団体はコロナ禍でにもできないので

はなく、リモートというてを使っても継続

した方がいい 

④ ・宜野湾市我如古さん：地域づくり推進事

業助成金 

市民団体が行う人材育成、地域文化の振興

に対して最大 50 万円 

毎年 10 月に募集して、翌年に 1 年かけて

実施 

課題】助成金は 3 年まで交付を受ける。3

年後自走してもらうが、 

この支援ができていない。 

過去に助成金を受けた団体とのつながりが

なくなっている。 

・長堂もボランティアで補助金をもらって

いる。 

同じように自走を求められているが、むつ

かしい。 

・奥山さん 

休眠預金の助成が 5 月で終わる。この枠で

やりきれないことが見えてきた。 

課題も多くでている。コロナの課題もまだ

必要だと感じている。 

コロナで濃厚接触になった方へのサポート

がない。 

※感染したらサポートあるが、濃厚接触は

自宅で療養。 

一人暮らしだと、サポートが届かない。 

NGO として、医療関係のサポートができ

ていないので、つながって、サポートを考

えないといけない。 

→休眠預金が終わったあとできるかという

と、活動枠が大きくなっていくことがでて

くる。 

→この枠の助成金がでてくるか？ 

→土台を作るのにお金を使える助成金がで

てこないか？ 

コロナ禍でやってるからこそ、新たな課題

が見えてきた。（教育、医療、情報の多言語

化など） 

通常は新しい課題はそこまででてこない。 

・クラウドファンディングは考えてない？ 

→やりようによってはあるかも。団体とし

て、新しい活動をやっていくかを決めてい

かないといけない。 

・ベトナムの人で、技能実習生で働く人で

はなく、エンジニアもいる。同じ母国出身

で日本語が長けている人もいるので、そう

いう人にサポートをもらうのも手では？ 

 

 

⑤ ・企業側としてお金の流れは知っていた

が、NPO のお金の使い方にこんなに多様

さがある点勉強になった。 

・地域で動いている NPO だが、法人格の

ない団体含めて、どのように動いているの

か。いろいろな立場の方がいるというの

が、気づきだった。また、いまだ見つけら

れていない課題があると思う。 
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・コロナ禍で現場の NPO が頑張っている

状況が勉強できた。伴走型支援が必要。 

・那覇市の少額であるが、使い勝手がいい

助成金を活用できたのも大きかった。 

プレゼンテーションのある助成金は、過程

が大事で企画力も身につく良さがある 

一方、審査が簡略な助成金は、緊急的に活

用ができ、メニューが多い方がいい。 
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休眠預金コロナ禍緊急助成地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・開催日時：2021年 5月 25日（水）18:30-21:10 

・開催方法：オンライン会議（zoom） 

・配信場所：公益財団法人みらいファンド沖縄 

・着席者：9名（司会、記録者含む） 

・参加者：22名（アンケート回収 11 名、回収率 50％） 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.8（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

9 名 2 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（5．満足） 

• 助成金という広いくくりに対して、活用す

る側、資金を提供する側それぞれの立場か

ら意見が飛び交い、今後の取組に対する課

題や、取り組むことに対する効果、フィー

ドバックなどを客観的に得ることができ

た。 

• 助成を出す側、受ける側双方の声を聴くこ

とができた。 

• "休眠預金という言葉は知っていても、具体

的に利用されている方の話が初めてだった

こと。さらにタイトル通り、コロナ禍で

NPO、NGOの皆さんがこれまでの活動とは異

なった動き、転換を迫られている実態を知

ることができた。 

※学生の立場として、地域円卓会議を体験

できたことも大きいです。" 

• 休眠預金という新しい財源を通じて、助成

金があるべき基本のようなものを確認でき

ました。 

• 助成金のしくみが今更のように勉強になり

ました。 

• 助成団体としての助成及び伴走支援等の在

り方や、主体性の持ち方等の課題が見えて

きた。 

• 休眠預金に係る現場の声、また休眠預金の

支援制度全体から見た話しが聞けて、興味

深かった。 

• 休眠預金を活用した事業について知ること

ができ、とても有意義でした。ありがとう

ございました。 
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（4．概ね満足） 

• 実行団体として、休眠預金の活用について

や、助成金の出し手の悩みを 

• トピックが少し難しかった。しかし、新し

く学べたことも多かった。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

• 構築してきた、あるいは構築の必要なつな

がりという客観的には分かりづらいものに

対して、どのように維持していくか、また

そのようなつながりのある人、組織をどの

ように見つけマッチングしていくかという

点に関する内容。 

• "・助成金を出す側の主体性も必要というこ

と 

・見えにくい課題をどう評価するかという

点は、大事な視点だと思いました。 

・お金以外の支援をどう作っていくか考え

たい" 

• "伴走が必要。金の切れ目が縁の切れ目にな

らないような活動 

NGO奥山さんより、コロナ禍だからこそ出

てくる新しい課題はこれまでの NGOの枠

（土台）を超えて求められていることに対

して、NGOとしてやるかやらないかの決断

も迫られているという話がありました。 

まさに、転換だと感じ、印象に残りまし

た。" 

• 平良さんがまとめた資源と伴走という話

や、臨機応援に助成の目的など変化させて

いく柔軟性など。 

• 実行団体から資金分配団体に提言、は驚き

ました。 

• 助成金を出す団体が連携する必要はありか

なと思います。いろんな種類や対象の幅が

広がると思います。 

• 助成の在り方として、公平性だけでなく、

課題解決につながるためにも、メニュー

（金額・選考方法）をもっと増やすとよい

のではないか。併せて助成団体のネットワ

ークをもっと密にし、申請団体の段階に合

わせ、資金のリレーが円滑に行えるように

なると理想的である。 

• 助成におけるお金の種類と段階。分かりや

すい課題と分かりにくい課題におけるファ

ンドレイジングの手法の違い。伴走支援に

ついて。 

• コロナ禍においても、休眠預金を活用する

ことで事業を継続する支援ができるという

ことがとても良いと思いました。行政側の

給付金に頼らず、事業者自ら計画をたてる

ことで、より有効に資金を活用できるとい

う点が印象に残りました。また、笹原さん

の「現場の声が後押しになった」というお

話も印象的で、現場の事業者が声をあげて

いくことの重要性を改めて学ぶことができ

ました。ありがとうございました。自分自

身でも、更に休眠預金を活用した事業やど

のようなニーズがあるのかを勉強したいと

思いました。 

• ベトナム人向けの日本語サークルの取り組

みが気になった。 

• "必要とされるからニーズではなく、あり続

けるものもニーズということの認識 

それを助成や委託でどの程度双方認識しあ

っていけるのか 

成果だけでなく、そのほかの指標をどうす

るのか考えていく必要があり 

どうしても助成等を受ける側だけではその

解決は難しくて 

双方の歩み寄りで達成されるものだと思い

ました。" 
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＜会場の様子＞ 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 



 

10 

＜板書記録＞ 
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＜サブセッション記録＞ 

 


